
 

 第 ２ 学 年 図 画 工 作 科 学 習 指 導 案 

２年２組 指導者 今 津 圭 佑 

題 材  ざいりょうからひらめき 

 

１ 本題材で子どもが創出と受容、転移を行う各教科等の本質（見方・考え方） 

身の回りの材料の形や色などから表したいことを思いつくこと（発想すること） 

 

２ 本題材で、各教科等の本質（見方・考え方）の創出と受容、転移を行っている子どもの姿 

本学級の子どもたちは、自分の思いや感じたことをもとに発想し、絵に表す学習に取り組ん

できた。このような子どもたちが、身の回りの材料の形や色などと関わり、そこから発想した

ことを絵に表す学習に取り組む。このことは、身の回りの形や色などに関わり、楽しく豊かな

生活を自ら創造しようとする態度を養うことにつながるであろう。  

本題材は、身の回りの材料の形や色などをもとに発想したことを絵に表す学習である。子ど

もたちは、材料を集めたり並べたりすることで面白さや美しさを見出し、表したいことを思い

つく（発想する）であろう。その際、形を変えられず、形や色が多様な人工の材料（ボタンや

クリップなど）を提示するようにする。それらの材料を集めたり並べたりする中で、物や動物

など意味のある形ではなく、形や色の並び方や全体の統一感、偶然性などに面白さや美しさを

見出す姿を期待したい。そうすることで、身の回りの材料の形や色などに関わり、楽しく豊か

な生活を自ら創造しようとすることにつながると考えるからである。 

そこで、以下のような支援を具体化し、本題材でめざす子どもの姿の実現を図る。 

○ 形を変えられず、形や色が多様な人工の材料を提示する。そうすることで、材料を集めた

り並べたりしたときの面白さや美しさを見出し、表したいことを思いつくことができるよう

にする。【創】 

○ 自分たちの造形遊びの様子を写真や動画で振り返る場を設定し、発想するまでの過程につ

いて問う。そうすることで、自分たちの発想の仕方を自覚的に捉えることができるようにす

る。【受】 

○ 自分自身で集めた材料について、自覚的に操作し発想につなげている様子を価値付ける。

そうすることで、身の回りの材料を作品づくりに生かすことができるようにする。【転】 

 

３ 本題材の目標 

○ 身の回りの材料の形や色などから表したいことを思いつくことができるようにする。 

○ 身の回りの形や色などに関わり、楽しく豊かな生活を自ら創造しようとする態度を養うこ

とができるようにする。 

 

４ 本題材における評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態） 

○材料と関わり、形や色を生かし

て表すことができる。 

○材料を集めたり並べたりしたと

きの形や色などをもとに発想す

ることができる。 

○形や色などに着目し、身の回り

の材料に進んで関わっている。 

 

５ 指導計画（全５時間） 

第１次 身の回りの材料をもとに発想する（３時間）【本時３／３】 

第２次 発想の仕方を生かして絵に表す（２時間） 

 

 



 

６ 本時案  【令和２年１１月５日 １０：２０～１１：０５ 図工室】 

（１）ねらい  自分たちの造形遊びの様子を振り返る活動を通して、自分たちの発想の仕方

を自覚的に捉えることができるようにする。 

（２）学習過程 ※一重下線は創出、二重下線は受容、破線は転移に対応する子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 自分たちの造形

遊びの様子を写真

や動画で振り返

る。  （15 分） 

・仲間の作品のよさ  

・自分たちの造形遊

びの様子を捉える

こと  

 

 

２ 発想の過程につ

いての気付きを交

流する。（15 分） 

・発想の過程につい

ての気付き 

・発想の仕方 

 

 

 

 

 

 

３ 交流して気付い

たことを試してみ

る。  （15 分） 

・材料に進んで関わ

ること 

・発想の仕方 

 

・前の時間には、ボタンやクリップを使って

遊んだね。みんなきれいにできているね。 

 

 

・ぼくたちの活動の様子の動画もあるそうだ

よ。見てみよう。 

Ａ色ごとに分けたり並べたりしているね。 

・揃えると見え方が変わるのも面白いな。 

 

 

Ａ最初はボタンを色ごとに分けて集めてみ

て、きれいだなと思ったのだよ。  

Ｂクリップは形が同じだから、向きを揃え

て、同じ色が隣にならないようにしたよ。  

・Ｃくんは図工室にあったスポンジを並べて

いるね。どんなことを考えていたのかな。 

Ｃぼくたちは、大きさや向きを揃えることを

意識して並べたよ。間隔も揃えると、見て

いてなんだか気持ちよかったよ。  

・材料を集めたり並べたりして、何度も試し

ていると、きれいに見えてくるのだね。  

・みんなで気付いた方法を試してみよう。 

Ａ大きい順に並べてみたよ。きれいだな。  

・身の回りのものも、形や色に目を向けて並

べると、きれいに見えたり面白さを感じた

りするね。 

Ａ次の時間はどんな材料かな。楽しみだな。

みんなで気付いた方法を使ってきれいな世

界を思いつくことができるとよいな。  

○自分たちの造形遊

びの様子を写真や

動画で振り返る場

を設定する。そう

することで、自他

の作品やその制作

過程を客観的に捉

えることができる

ようにする。 

【受】 

〇造形遊びをしなが

らどのように思い

ついたのかを問

う。そうすること

で、発想の仕方に

ついて自覚的に捉

えることができる

ようにする。 

【受】 

 

 

〇交流して気付いた

ことを試してみる

場を設定する。そ

うすることで、気

付いた発想の仕方

を自覚的に使うこ

とができるように

する。  【転】 

（３）板書計画 

 

 

どうしてきれいな作品ができたのかな 

きれいな作品をどのように思いついたのかな 

 

・バラバラに置く 

・色ごとに分ける 

・向きを揃える 

・順に並べる 

など  


